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　六甲山系と長尾山系の麓
ふもと

に位置する宝塚市内には数多くの歴史

遺産があり、古くは弥生時代や古墳時代に遡
さかのぼ

ります。特に古墳

は市名の由来にもなっており、長
ながおやま

尾山古墳や万
ばんらいさん

籟山古墳をはじめ、

全国的にも貴重な古墳が多く見つかっています。

　仏教文化も早くからもたらされ、中
なかやまでら

山寺や清
きよしこうじんせいちょうじ

荒神清澄寺などを

はじめ古くから残る寺院があり、古来より参
さんけいしゃ

詣者が多く、街道

には百基近くの道標が残されています。

　中世には西谷地域などが摂津多
た

田
だ

源
げ ん じ

氏の支配下となり、仏教

文化の影響を受けた様々な石造美術が作られました。また、小浜

地域では明応年間（15 世紀末）に浄土真宗の寺院である毫
ごうしょうじ

摂寺を

中心に「寺
じ

内
ない

町
ちょう

」として発展し、江戸期には交通の要
ようしょう

衝である

ことから「宿
しゅくば

場町
まち

」として栄え、西
せいせつ

摂地域の重要な拠点の一つと

なりました。

　明治になると、宝塚では近代温泉が発見され、阪
はんかくてつどう

鶴鉄道（現

JR宝塚線）や箕
みのお

面有
あり ま

馬電
でん き

気軌
きど う

道（現阪急宝塚線）の敷設によって、

大阪や神戸から湯治客が多くやって来るようになりました。　　　

　大正３年（1914）には宝塚少女歌劇（現宝塚歌劇団）が上演され、

その人気から全国的に有名になり、「歌劇と温泉のまち」として発

展しました。また、雲雀丘・花屋敷周辺では西洋建築の洋館が建

ち並ぶ洋風な景観が広がり、宝塚はモダンなまちとして人々に認

識されていきました。

たからづかの歴史
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　 平
へ い り ん じ

林寺

③ 熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ ④ 高

たかつかさすさのおじんじゃ

司素盞嗚神社

鹿
か

塩
しお

村に伝わる村名の由来と
なった鹿の民話ゆかりの地。
かつては１月 3 日に厄払いと
五穀豊穣を占うお弓

ゆみ

神
しん

事
じ

が行
われた。

本殿は江戸時代前期、左右の相
殿は江戸時代中期建立。江戸時
代の優れた建築様式が残る。覆

おおい

屋
や

内に保護される。

明治以前は山
さん

王
のう

権
ごん

現
げん

と称して崇
拝を受けていたが、昭和 40 年

（1965）に素盞嗚神社と合祀し
改名。1 月 10 日には「宝のえ
びす」の祭でにぎわう。

（本尊・石造物：市有形文化財）

（本殿：市有形文化財）

（本殿：県有形文化財）

平安時代に書かれた
「 延

え ん ぎ し き

喜式 」 に名を 残
す古い神社。本殿は
杮
こけらぶき

葺の一
いっけんしゃ

間社春
か す が

日造
づくり

。
かつては武庫川の川
辺近くにあったが、大
洪水による水害を避
けるため今の場所に
移された。

聖徳太子の開創
と 伝 え ら れ る。
境内に置かれて
いる石造露

ろ ば ん

盤は
宝
ほうぎょうづくり

形造のお堂の
屋根に置かれる
もので、鎌倉時
代のもの。
本尊は木造釈迦如来坐像。

①

　 伊
い

和
わ

志
し

津
づ

神
じん

社
じゃ②

⑤ 宝
たからづかじんじゃ

塚神社

市市

1

県県

逆逆
さ
か
さ
か

瀬瀬せせ

川川
が
わ
が
わ

・・

    

小小おお

林林
ば
や
し

ば
や
し

・・
仁仁にに

川川
が
わ
が
わ

   
   

　
　
　
　    

エ
リ
ア

エ
リ
ア

西
宮
道
の
道
筋
に
は
、
歴
史
あ
る

寺
社
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
六
甲
山
麓
の
高
地
ま
で
足
を

延
ば
す
と
、
弥
生
時
代
の
高
地
性

集
落
・
古
墳
時
代
の
群
集
墳
が
残

り
、
眺
望
も
楽
し
め
ま
す
。

逆
さ
か

瀬せ

川
が
わ

・

  

小お

林
ば
や
し

・
仁に

川
が
わ

   

　
　  

エ
リ
ア

市市



ひと足のばして

五
ご

ヶ
か

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

（国登録文化財 / 非公開） （4 号墳：市史跡）

昭和２年（1927）建築。チェコの建築
家アントニン・レーモンド氏が曲線な
どを生かしたデザインで設計した鉄筋
コンクリート造りの建物。

たからづかの民話『鹿
しか

の鏡
かがみ

井
い

戸
ど

』

　奈良時代の頃、都のある奈良の春日大社へ、各地域
から鹿が神の使いの手伝いをするために集まっていま
した。
　熊野神社の祭りの日には、毎年春日大社の使いがく
るならわしとなっていて、その年も、雄鹿と雌鹿が供
物を背中に積んできました。
　旅の疲れで眠ってしまった雌鹿を置いて、雄鹿が出
かけている間に、目を覚ました雌鹿は、雄鹿の姿を探

6世紀末から7世紀初頭にかけ
て六甲山麓に築かれた群集墳。 ↑五ヶ山古墳群 4 号墳は

公園内に保存されている。
弥生時代に築かれた高地
性集落の範囲にある。

←仁川旭ガ丘古墳群
1・3 号墳の 2 基が残る。

している間に、井戸に映った自分の姿を雄鹿と見誤り、
井戸と気づかず飛び込んでしまいました。
　村人は雌鹿を哀れみ、鹿の屍

しかばね

を丁重に塩で包んで、
春日大社に送り届けました。
　このことにちなんで村名を「鹿

か し お

塩」と名付けること
にしたそうです。
　また、お祭りには塩を一切使わなくなったことから
お祭りは「しおたち祭り」と呼ぶようになりました。

ちょこっとブレイ
ク

明治時代後半、全国の先駆とし
て築かれた砂防堰堤。水害減少
に大きく貢献した。

（国登録文化財 / 期間公開）
宝塚温泉源泉にゆかりのある
柳の木を彫って観音像として
祀ったという縁起伝説がある。

昭和 12 年（1937）建築の木造
洋館。建築当時の姿を残しモダ
ンな西洋スタイルを伝える。

1

⑥ ⑦

⑩

小
おばやしせいしんじょしがくいんほんかん

林聖心女子学院本館

⑨ 逆
さか

瀬
せ

川
がわ

砂
さ

防
ぼう

堰
えん

堤
てい ⑪ 旧

きゅうまつもとてい

松本邸塩
えん

尾
ぺい

寺
じ

国登国登

国登国登

市市

仁
にがわあさひがおかこふんぐん

川旭ガ丘古墳群⑧

2



⑫

⑬

⑯

ひと足のばして

⑮

 宇
う

多
だ

天 皇より「日
本第一清荒神」とい
う称号を与えられ、
「かまどの神様」と
して信仰を集めてい
る。
本 尊は大

だい

日
にち

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

。

聖徳太子が開いたと伝えられ、安産信
仰や西国三十三所 24 番札所として有
名で、本尊の十一面観音菩薩立像をは
じめ、多くの文化財がある。

中山寺の境内の中にある横穴
式石室の古墳。
7 世紀初め頃に造られた豪族の
墓と考えられている。石室内
には大きな家形石棺が残る。

中山寺から 18 丁に旧寺地があっ
たとされる。付近に瓦片が散乱す
る場所もあり、大悲水と白鳥の窟
など中

ちゅうあい

哀天皇の皇子にまつわる伝
承も残る。大悲水は厄除けの水と
して人々の信仰を集めている。

八角形を呈した全国的に
も非常に珍しい形の古墳。
７世紀中頃に造られたと
考えられている。
八角形の古墳は奈良県明
日香地方を中心とする天皇陵

りょう

にみられる形とされており、な
ぜ当地にこのような古墳が造られたかは分かっていないが、
この地域の歴史を考える上で重要な古墳とされている。

県県

清
荒
神
・

清
荒
神
・

  

売
布
神
社
・

売
布
神
社
・

　
中
山

　
中
山
エ
リ
ア

エ
リ
ア

市市

（本尊：国重要文化財・  本堂：県有形文化財・
  星下り祭：市無形民俗文化財 他有）

⑭

　　中
なかやまでらおく

山寺奥の院
いん

清
きよし

荒
こう

神
じん

清
せい

澄
ちょう

寺
じ

中
なかやまそうえんこふん

山荘園古墳

 中
なかやまでら

山寺

白
はくちょうづかこふん

鳥塚古墳

（国史跡）

（県史跡）

（本尊：国重要文化財・自然林：市天然記念物  他有）

3

国国

国国古
来
よ
り
有
名
な
寺
社
が
の
こ
る

地
域
で
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人

が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
開
発

も
進
み
、
歴
史
あ
る
景
観
と
現
代

の
街
並
み
が
融
合
し
て
い
ま
す
。

清清
き
よ
し

き
よ
し
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こ
う
こ
う
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じ
ん
じ
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布布ふふ

・・
中中

な
か
な
か

山山
や
ま
や
ま

　
　
　

　
　
　
エ
リ
ア

エ
リ
ア

清
き
よ
し

荒
こ
う

神
じ
ん

・
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・
中

な
か

山
や
ま

　
　
　
エ
リ
ア

国国 県県 市市



⑰ ⑲ 

㉑⑳ ㉒

長尾山丘陵に造られた群集墳の
うち西端に位置する。１号墳は
６世紀末頃に築造された横穴式
石室を持つ径 15 ｍ程の円墳で、
公園の中に保存されている。

たからづかの民話『冥
めい

土
ど

へ行
い

ってきた話
はなし

』

　数百年むかし、清澄寺に尊
そんけいじょうにん

恵上人という偉いお
坊さんがいました。ある夜、上人の前に男が現れ
閻
えん

魔
ま

大王からの書状を差し出しました。それには
「閻魔城で十万人の僧を集め法

ほ

華
け

経
きょう

を転
てん

読
どく

するの
で参列せよ」と書かれており、上人は「私の命も
ここまでか」と悟

さと

りました。ところが、閻魔大王
は参列した上人に「そなたは生前の行いが大変立
派だ。再び現世に帰り清澄寺で心して学ぶよう」
と言い、「この経文は山中の宝

ほう

塔
とう

の下に埋めよ」

「延
えん

喜
ぎ

式
しき

」記載の神社で食物と
衣服の神様を祀る。江戸時代に
は貴船大明神と呼ばれていた。

と、銀の箱に入った経文十一巻を贈りました。そ
の後、上人は人々に教えを説き続け、しばらくし
て有馬の清凉寺に移りました。ある日、上人が教
えを説いた帰り道、宝塔の下から湯気が上がって
いるのを見つけて掘ると、お湯が湧

わ

きました。こ
のお湯が有馬温泉の元と伝えられています。その
二百年後、村人が小山の下から経典などが収めら
れた銀の箱を見つけ出し、修行僧達の大事な学問
書となったといいます。

ちょこっとブレイ
ク

６世紀後半〜７
世 紀 前 半 に 造
られた群集墳。
１～３号墳が残
る。
２号 墳 の 石 室
は 玄 室 の 中 央
に 間 仕 切りが
ある複

ふく

室
しつ

で、希少な形状をして
いる。耳

じ

環
かん

が８点出土。

阪神・淡路大震災で被害を受け
たが、平成14
年（20 02）に
再建された。
境内には正応
三年（1290）
の年号が入っ
た市内最古の
板
いた

碑
ひ

がある。

室町時代に建立された檜
ひ

皮
わだ

葺
ぶき

の
本殿は、阪神・淡路大震災の時
に倒壊したが、平成８年（1996）
に残った部材で修復した。

国国

清荒神清澄寺の旧寺地と考え
られている遺跡。平安時代後
期に建立され、戦乱等で火災
にあい、江戸時代初めに現在
の場所に移ったとされる。

2

市市

市市

市市

市市

市市

（社号標石：市有形文化財・
 社叢：市天然記念物）

中
なかすじやまて

筋山手古
こ ふ ん ぐ ん

墳群 ⑱ 旧
もときよし

清遺跡

中
なかすじやまてひがしこふんぐん

筋山手東古墳群 八
はち

王
おう

子
じ

神
じんじゃ

社

売
め

布
ふ

神
じん

社
じゃ

中
なかすじはちまんじんじゃ

筋八幡神社

（市史跡）（１号墳：市史跡）

（２号墳：市史跡） （板碑：市有形文化財） （本殿：国重要文化財）

4



（社叢：市天然記念物） （市有形文化財）

コジイ・檜・アラカシなどによる瀬戸
内海沿岸に発達する典型的なシイ
林。寺地は多田に本拠をおいた 源

みなもとの

満
みつ

仲
なか

が帰依して繁栄した関係などか
ら、川西市の飛地になっている。

出家して最明寺入道と呼ばれた
鎌倉幕府の５代執権北

ほう

条
じょう

時
とき

頼
より

が、
この地に庵を結んだといわれた
ことが名前の由来。

雲雀丘から満願寺へ向かう途中の
通称「万

まんねんざか

年坂」にある花崗岩の自
然石に彫られた地蔵立像。

雲雀丘から中山寺の辺りにかけてある長尾山
丘陵に、６～７世紀にかけて群集墳と呼ばれ
る多くの古墳が造られた中のひとつで、最も
東の標高約 120 ｍの尾根上に立地する。横
穴式石室を持つ直径約 15 ｍの円墳で、この
地方の有力者の墓と考えられている。

㉓ 長
な が お や ま こ ふ ん

尾山古墳
平成 19 年から行われた学術
調査の結果、4 世紀初頭に造
られた全長約 42 ｍの前

ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

であることが判明した。
内部に、長さ 6.7 ｍ・幅 2.7 ｍ・
高さ 1 ｍの巨大な粘

ね ん ど か く

土郭（木
棺を粘土で覆った埋

まいそう

葬施設）
が発見された。

㉔ 切
きりはたぐんしゅうふんいちごうふん

畑群集墳1号墳

㉕
　

万
ばんらいさんこふん

籟山古墳

長尾山丘陵に位置し、大阪平野をみおろす標
高約 200 ｍの山頂尾根に築かれた、4 世紀頃
の前方後円墳。全長約 64 ｍ、後円部には長さ 6.8
ｍほどの竪穴式石室があり、石室の床面には
木棺が置かれていた跡がＵ字型で残っている。

㉖  満
ま ん が ん じ

願寺 ㉗ 最
さいみょうじたき

明寺滝 ㉘ 万
まんねんさかじぞうせきぶつ

年坂地蔵石仏

（市史跡）

（市史跡）

（市史跡 / 非公開）

5

閑
静
な
住
宅
地
と
し
て
宝
塚
に
お

け
る
郊
外
住
宅
地
の
一
つ
。
特
に

雲
雀
丘
・
花
屋
敷
地
区
に
は
洋
風

の
モ
ダ
ン
ス
タ
イ
ル
を
志
向
し
た

町
並
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

雲雲
ひ
ば
り
が
お
か

ひ
ば
り
が
お
か

雀
丘
雀
丘
・・

　
　
　
　
山山

や
ま
や
ま

本本
も
と
も
と

　
　
　
　

　
　
　
　

エ
リ
ア

エ
リ
ア

雲
ひ
ば
り
が
お
か

雀
丘
・

　
　
山

や
ま

本
も
と

　
　
　
　

エ
リ
ア

市市

市市

市市

市市市市



源
みなもとのよりみつ

頼光の重臣、藤
ふじわらのやすまさ

原保昌がこの地
に住みこの里の鎮守として京都八坂
の牛

ご

頭
ず

天
てん

王
のう

をまつったのが始まりと
される。本殿は16世紀中頃（室町時
代後期）のものと推定される。

たからづか ガイド

『木
き つ ぎ

接太
だ ゆ う

夫』
４００年ほど前、豊

とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

の家来に山
やま

本
もと

荘
そう

司
じ

・坂
さか

上
うえの

頼
より

泰
やす

という武士がいまし
た。彼は非常に優秀な家来でしたが、老後は争いごとから離れ、故郷の山

本郷に隠居するようになり、名を山
本膳

ぜん

太
だ

夫
ゆう

と改めました。彼は花草が
好きで、「接

つぎ

木
き

」と呼ばれる植物の品
種改良を成功させました。この功績
を秀吉が称え、膳太夫に「木接太夫」
の称号を与えました。現在阪急山本
駅のすぐ西に膳太夫を称える「木接
太夫彰徳碑」が建てられています。

曹洞宗の寺院。本尊の木造十一面観
音菩薩像は、居眠りをしたため西国
の観音霊場三十三所に入れてもらえ
ず、それを悔やんだことから、特に居
眠りでの失敗に御利益が大きいと伝
えられ、「ねむり観音」として地元で
は親しまれている。

ちょこっとブレイ
ク

安和年間（968～970）に坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

を祭神として創建されたと伝わ
る。田村麻呂の幼名「松尾丸」から松
尾丸社とも呼ばれた。現在の本殿は
江戸時代前期のもの。

巡礼街道沿いにある菅
すがわらみちざね

原道真を祭
神とする神社。創建時期は不明だが
現在の本殿は江戸時代前期のもの。
春日造の杮

こけらぶき

葺で向
こう

拝
はい

の木
き

鼻
ばな

は左右
をア・ウンの唐獅子に彫ってある。

天満神社の東にある黒
くろ

光
みつ

稲荷大明神
のほこらのそばにある。「行基が街道
にあった邪魔な岩を投げ飛ばしたも
の」や「天狗が六甲山から投げたもの」
などといわれているが、付近にあった
古墳の天井石の一つかもしれない。

曹洞宗の寺。創建などの詳 細は不
明。不動堂にある不動明王坐像は室
町時代 末頃のものと推 定されてい
る。境内にある宝

ほう

篋
きょう

印
いん

塔
とう

は月
がち

輪
りん

内に
胎蔵界四仏の種

しゅ

子
じ

を刻んだ鎌倉時代
末頃のもの。

大正12年（1923）にウィリアム・Ｍ・
ヴォーリズによって設計された。木造
2階建て腰折れ屋根のコロニアルスタ
イルが特色の建物。（見学は要予約）

マップの番号
木接太夫彰

しょう

徳
とく

碑
ひ3

㉙ 八
やさかじんじゃ

坂神社 ㉚ 大
た い ほ う じ

宝寺 ㉛ 泉
せんりゅうじ

流寺

㉜ 松
まつおじんじゃ

尾神社 ㉞ 行
ぎょうき
基の投

な
げ石
いし

36

（本殿：市有形文化財）

（本殿：市有形文化財） （本殿：市有形文化財）

（市景観重要建造物）

（石造物他：市有形文化財） （本尊：市有形文化財）

6

㉝ 天
てん
満
ま
神
じん
社
じゃ

㉟ 高
たかさききねんかん

碕記念館

市市

市市

市市 市市

市市



浄
じょうどしんしゅうほんがんじ

土真宗本願寺派
の寺で「小浜御坊」
とも呼ばれている。
創建などの詳細は
不明だが、真宗寺内
町として布教を目的
とした 防 御 的 性 格
の強い寺で、近畿一
円に置かれた他の真宗寺院と同様の性格を持つと考えられている。

小浜地域は 15 世紀末に毫摂寺の寺
じ

内
ない

町
ちょう

として発展し、江戸時代
には大阪・京都・有馬・西宮を結ぶ交通の要

よう

衝
しょう

であったことか
ら宿場町として繁栄し、酒造りや大工の町としても知られてい
た。資料館は小
浜町並模型や大
工道具などを展
示しており、併
設する企画展示
室では宝塚に関
する展示を公開
している。（入館
無 料、 月 曜・ 年
末年始休館）

市内に残る最古級の民家。江戸時代の中頃までに築かれ、角
つの

屋
や

座敷などの特徴を持っている。
旧 所 有 者 の 和 田 家 は
代々、米

まい

谷
たに

村飯
いい

野
の

藩の
庄屋をつとめ、多くの
古文書が残されており、
その古文書の一部を展
示している。

（入館無料、月曜・年末
年始休館）

首から上の病気にご利益があ
るといわれる。「洪水で武庫
川の上流から流れてきた」「伊
丹の殿様が祀った」などと伝
わる。

小
浜
・

小
浜
・

米
谷
・
安
倉

米
谷
・
安
倉

　
　
　
　   

   

エ
リ
ア

エ
リ
ア

㊲  毫
ごうしょうじ

摂寺

㊳ 旧
きゅうわだけじゅうたく

和田家住宅

 首
く び じ ぞ う

地蔵

（市有形文化財）

小
こはまじゅくしりょうかん

浜宿資料館㊴ ㊵

7

小
浜
地
域
は
、
中
・
近
世
に
栄
え
た

寺
内
町
の
面
影
を
残
し
、
風
情
あ
る

町
並
み
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

安
倉
地
域
は
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
、
宝
塚
の
玄
関
で
す
。

小小ここ

浜浜
は
ま
は
ま

・・

  

米米
ま
い
ま
い

谷谷
た
に
た
に

・・
安安ああ

倉倉
く
ら
く
ら

　
　
　
　   

   

エ
リ
ア

エ
リ
ア

小こ

浜
は
ま

・

 

米
ま
い

谷
た
に

・
安あ

倉
く
ら

　
　   

エ
リ
ア

市市



４世紀末頃に造られた円墳。川原石積みの竪
穴式石室から赤

せき

烏
う

七年 (244、中国・呉 ) の年
号が入った銅鏡などが出土。

天長２年（825）の創建と伝えられ、江戸時代には
誉
ほ ん だ わ け あ く ら す み よ し じ ん じ ゃ

田別安鞍住吉神社とも称されていた。誉田別は応
おう

神
じん

天皇のことで、狩りの際に馬の鞍を休めたところ
と伝わる。

たからづかの民話「毫
ごうしょうじ

摂寺の亀
かめひめ

姫」

　戦国時代のある日、豊
とよとみひでよし

臣秀吉の養子で跡取りで
あった秀

ひでつぐ

次が毫摂寺を訪れました。秀次は住職の
次女「亀姫」の美しさに惹かれ、側室に迎える
ことにしました。秀次は亀姫をとても大切にし、

「小
こ

浜
はま

の局
つぼね

」と名乗らせ平和で楽しい日々を過ご
しました。
　ところが、秀吉に実子が産まれると、秀吉は秀
次の存在を疎ましく思います。その事に気づき不
安に思っていた秀次は、ある夜、酒に乱れ通りす

がりの人々を切り捨ててしまいました。辻
つ じ ぎ

斬りが
横行していた京の町の人は、すべて秀次の仕業と
噂します。噂を耳にした秀吉は、これ幸いにと「秀
次に謀

む ほ ん

反の疑いあり」と言い、秀次だけでなく亀
姫を含め一族の処刑を命じます。
　美しい亀姫をみた人々は「あれほどの美しい方
が哀れなものよ」と嘆

たんがん

願の声をあげました。また、
亀姫の実家である毫摂寺も秀吉によって焼かれて
しまったのです。

ちょこっとブレイ
ク

有馬街道の伊丹と尼崎の分岐点
に立つ。通称「姥

ばん

ヶ
が

茶
ちゃ

屋
や

」。寛文
八年（1668）の銘は、兵庫県下
の道標で最古のものの一つ。

天
あまてらすすめおおかみ

照皇大神と天
あめ

児
のこ

屋
やねのみこと

根命を祭
神とする神社。境内には小浜
戎
えびす

も祀る。

西宮街道の武庫川を越えるとこ
ろでは、江戸時代から大正の頃
まで橋がなく、「伊孑志の渡し」
と呼ばれる渡し舟があった。

4

㊶

㊸ ㊹ ㊺

㊷ 安
あ く ら た か つ か こ ふ ん

倉高塚古墳 安
あくらすみよしじんじゃ

倉住吉神社

寛
かんぶん

文八
はち

年
ねん

道
どう

標
ひょう

　（市有形文化財）
小
こ

浜
はま

皇
こうたい

大神
じん

社
じゃ

伊
い そ し

孑志の渡
わた

し

（市史跡）

（本殿：県登録文化財・
 制札：市有形文化財）
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大
原
野
・

大
原
野
・

　
　
波
豆

　
　
波
豆

   
   

　　  

　　
エ
リ
ア

エ
リ
ア

誉
ほんだわけのみこと

田 別 尊（ 応
おう

神
じん

天 皇 ）
を祭神とし、 源

みなもとの

満
みつ

仲
なか

の
弟満

みつ

政
まさ

の創建と伝えら
れている。現在の本殿
は応永 10 年（1403）に
建てられたもので水源
池に面して立つ石造鳥
居は、応永 32 年（1425）
のもの。

波 豆 八 幡 神 社 の
境 内 の 西 端 に あ
る。 境 内 東 側 の
斜 面 に あ っ た
金
こ ん ぷ く じ

福 寺 に 立 っ て
い た が、 水 源 池
を 造 る 際 に 水 没
す る こ と か ら こ
こに移された。

源
みなもとのみつなか

満仲にまつわる龍
りゅうばしん

馬神の雨乞
い伝説が伝わる。宝

ほうきょういんとう

篋印塔など
の石造や四天王を描いた厨

ず

子
し

扉
絵（木製）がある。

㊼

㊽ ㊾

㊻ 波
は

豆
ず

八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ （本殿：国有形文化財

 石造鳥居：県有形文化財）

（石造物：県有形文化財
  絵図他：市有形文化財）

波
は

豆
ず

石
せき

造
ぞう

美
び

術
じゅつ

群
ぐん

（一部：県・市有形文化財）

（社叢：市天然記念物）

普
ふ み ょ う じ

明寺 大
おおはらのすさのおのみことじんじゃ

原野素盞嗚命神社

市市

市市

社
しゃそう

叢に囲まれた神社。檜
ひのき

・モミ
群落など３群落で構成され、樹
齢 400 年を超える杉の巨木が２
本あり、幹廻りは７ｍにもなる。

9

宝
塚
の
北
部
に
位
置
し
、
田
園
風

景
が
残
る
緑
あ
ふ
れ
る
地
域
で
す
。

古
く
か
ら
の
石
造
物
や
文
化
財
も

豊
富
で
、
散
策
や
自
然
体
験
も

楽
し
め
ま
す
。

大大
お
お
お
お

原原
は
ら
は
ら

野野のの

・・

　
　
　
　
波波はは

豆豆ずず

   
   

　　  

　　
エ
リ
ア

エ
リ
ア

県県

県県

県県

大
お
お

原
は
ら

野の

・

　
　
波は

豆ず

   

　 

　
エ
リ
ア

ダリア花つみ園のダリアダリア花つみ園のダリア
（上佐曽利）（上佐曽利）

国国

市市



十一面観音菩薩を本尊とし、疫
病よけとして中世以来の民俗行
事「ケトロン」が 8 月 14 日夜
に行われている。

本殿の前にある長
なが

床
とこ

（舞台）の床
下をくぐって参拝する変わった形
式の参道がある。本殿は三

さん

間
げん

社
しゃ

切
きり

妻
つま

造
づくり

で江戸時代初期のもの。

宝塚市には武田尾と呼ばれる山々に囲まれた地域があり、
江戸時代に豊

とよとみ

臣方の落武者であった武
たけ

田
だ

尾
お

直
なお

蔵
ぞう

が発見した
と伝えられている武田尾温泉があることで有名です。
武庫川の渓谷美や、季節によって彩の変わる山々を見なが
らハイキングを楽しむことができます。

ちょこっとブレイ
ク

羽
は

束
つか

川
がわ

の橋の
たもとにある。
応永二十四年

（1417）と彫ら
れており、室町
時代に造られたものとされる。

鎌倉時代後
期のもの。阿
弥 陀 如 来と
合 掌 する男
女の坐像を
彫っている。

大小 5 つの湿原群からなり、植
物種数は 45 と最多で、湿原面
積も県下最大クラスになってい
る。

本尊の大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

は寄
よせ

木
ぎ

造
づくり

。全体に漆
しっ

箔
ぱく

が施されて
いる。

宝塚自然の家敷地内

（市天然記念物）
沖積土の不透水層上に発達した
谷湿原で、オオミズゴケ、サワ
ヒヨドリ、サワギキョウ、カキ
ランなどが生育している。

江戸時代中期に建てられた西
谷地域の典型的な農家。移築
し歴史民俗資料館として公開
している。宝塚自然の家開所
日のみ見学可。

5

（ケトロン祭：市無形民俗文化財） （本殿：県有形文化財）

（市有形文化財）

（本尊：
  市有形文化財）

（市有形文化財）

㊿ 宝
ほう

山
さん

寺
じ

波
は

豆
ず

地
じ

蔵
ぞう

石
せき

龕
がん

阿
あ

弥
み

陀
だ

石
せき

龕
がん

松
まつ

尾
お

湿
しつ

原
げん

丸
まるやましつげん

山湿原

（県有形民俗文化財）

旧
きゅうひがしけじゅうたく

東家住宅

市市

市市

市市

市市

（県天然記念物）

大
だいにちどう

日堂

長
ながたにすさのおじんじゃ

谷素盞嗚神社

10

県県

県県

県県

たからづかガイド　『武
たけ

田
だ

尾
お

の温泉』
マップの番号 58

市市



  巡礼街道

勝尾寺（箕面市）～平井～山本～中山寺～川面～生

瀬（西宮市）～清水寺（加東市）

和歌山県那智の青岸渡寺を１番札所とし、岐阜県の

華厳寺を結願札所とする西国三十三所観音霊場をめ

ぐる道で、平安時代、花山法皇により創設されたと

伝えられる。中山寺は 24 番札所で 23 番の勝尾寺

から 25 番の清水寺に至る道筋が残っており、江戸

期以降、民衆の巡礼の増加により市内には多くの道

標が残っている。

  京伏見街道

京都～伏見～山崎～郡山～瀬川～半町～池田～加茂

～小浜～生瀬～名塩

慶長 10 年（1605）の摂津国絵図などに描かれた古

い街道の一つで、京都との交易に使われた道筋。片

桐且元によって出された慶長 11 年（1606）の触書

によって、小浜がこの街道の主要な駅所、馬継ぎ所

であったことがわかっている。

  丹波街道

伊丹～口谷～平井～満願寺～丹波篠山

酒造りの季節職人である杜氏が通り、炭、山菜、丹

波焼などの日用物資を運んだ街道で、市内を南北に

抜ける数少ない道筋。

  西宮街道

西宮～大市～小林～伊孑志～小浜～生瀬

西宮へ米や酒、年貢などを運ぶための道で、馬に荷

を運ばせたことから「馬街道」の名もある。小浜は

江戸期酒造りでも有名だった。江戸初期には小浜と

西宮の間で荷継ぎの権利をめぐって争論も起こった。

  有馬街道

大阪～伊丹～安倉～小浜～米谷～生瀬～船坂～湯山

（有馬）

古くから知られた有馬温泉への湯治の道で、藤原定

家や本願寺の蓮如が宝塚市内を通り有馬温泉へ行っ

た記録が残っている。豊臣秀吉も有馬湯治の際にこ

の街道を通過した可能性がある。

 道標１　小林の寛保二年（1742）銘道標

平林寺参道の分岐点に立つ道標で、寛保二年（1742）

の銘がある。正面に平林寺本堂と西山道と西宮への

抜け道が示されている。

 道標２　塩尾寺観音道道標

旧県道と塩尾寺参道の分岐点に立つ道標で、塩尾寺

まで 18 丁の距離を示している。（１丁は約 100m）

 道標３　湯本町の塩尾寺参道道標

塩尾寺参道 15 丁を示す道標が２本並んで立ってい

る。1 本は明治 32 年（1899）、もう 1 本は大正元

年（1912）に立てられたもので、大阪の商人など

の寄進によるもの。

 道標４　月見橋付近の道標

月見橋のたもとに 2 本並んで立っている。1 本は宝

塚大黒を、もう 1 本は宝塚不動尊を示し、不動尊

を示した道標の丙子三月は昭和 11 年（1936）のこ

とだと考えられている。

 道標５　塩尾寺参道の石燈籠道標

塩尾寺の参道休憩所にある道標で、石燈籠の下に塩

尾寺と願主の大坂高砂屋の銘があり、背面には天保

十五年（1844）の年号が彫られている。もとは宝

塚南口にあったものを移設した。

 道標６　巡礼街道沿いの道標

正面に「願主若林嘉兵衛」左面に「すく中山寺」右

面に「右荒神道」とある。若林嘉兵衛は灘の酒屋

で、このほかにも同人が立てた数本の道標が残って

いる。

 道標７　中山寺山門前安政二年（1855）道標

中山寺の山門前にある西国巡礼の「花山院道五里半」

と刻まれた道標で、安政ニ年（1855）の銘がある。

このそばに「清荒神王道十二丁」の道標が並んでいる。

 道標８　中山寺華蔵院庭内道標

永正 14 年（1517）に立てられた丁石を天和 3 年

（1683）に道標として再利用したもので、「右ハき

よ水、左ハひやうご（ひょうご）道」の銘が背面に

ある。市内最古の丁石で宝塚市指定文化財。

 道標９　中山寺奥の院への丁石

中山寺の西の墓地付近から奥の院へ至る 18 丁の間

に 1 丁おきに 18 本の丁石が立っている。享保 19

年（1734）に辰巳休海によって立てられたもの。

また、信徒会館の西に「左本山道是ヨリ十八町」の

道標があり同一人によって立てられたものである。

街道・道標
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 道標 10 　巡礼街道沿いの道標

中山寺を示す大きな道標で、「す久（すぐ）中山寺

道」と大きな字で記されている。宝暦三年（1753）

の銘があり、妙玄寺の法界石とともにしだれ桜のそ

ばにある。

 道標 11 　丹波街道沿いの道標

巡礼街道と丹波街道の分岐点に大阪御瀧講の人々に

よって立てられた。右面には最明寺まで 8 丁の道

程が示されている。

 道標 12 　満願寺の天保六年（1835）銘道標

丹波街道の途中にある道標で、昭和 49 年（1974）

谷に落ちていたのを見つけ引き上げた。天保六年

（1835）の銘があり、正面に「右満願寺多田　左た

ん者みち」とある。たん者は丹波のこと。

 道標 13 　旧和田家住宅内道標

もと小浜の東口にあったもので、「右西の宮　兵庫

道」とあり、弘化三年（1846）の銘がある。和田

家ゆかりの和田源右衛門が造立したもの。

 道標 14 　小浜皇大神社前道標

小浜から播磨の清水寺へいく道筋に立てられた道標

で、「右きよ水」とあり、両側に干支と下方に願主

の干支と性別が書かれている。

 道標 15 　小浜宿資料館内道標

もと小林 3 丁目にあった道標で、小浜から西宮に

向かう街道沿いの道標で、元禄十五年（1702）の

銘があり、左面には小浜と有馬方面への案内がある。

 道標 16 　小浜の元禄十五年（1702）銘道標

正面に「従是右昆陽寺行」、右側に「きょうき与尼崎

江」。きょうきは行基のこと。平成８年（1996）道

路工事の際、地表下から出土した。

 道標 17 　小浜の西宮街道沿いの道標

小浜南口から首地蔵に向かう角にあり、伊孑志を

経て西宮へ向かう道筋が示されている。貞享四年

（1687）の銘。

 道標 18 　安倉の享保二十一年（1736）銘道標

有馬街道が宝塚市へ入った場所に所在する道標で、

右へ行くと天神川沿いに中山寺へ、左へ行くと小浜、

有馬方面であることを示している。

 道標 19 　長谷大池畔の道標

正面中央に南無阿弥陀仏と彫り、「右ながたにさそ

利」「左たかひら三田」とある。出雲の行者を世話

した村人が立てたと考えられている。

 道標 20 　西国三十三所供養道標

寛政 4 年（1792）に立てられたもので、正面に「右

さそりむつのせ」「左はず川」とあり、三田の木器

に至る道筋にあったもの。

 道標 21 　大原野の文化十年（1813）銘道標

波豆～大原野～銀山の道筋の分岐点に立っており、

正面に「右池田伊丹」「左多田院妙見」とある。背

面には力士の四股名「常盤山」の銘が入っており、

その供養のために立てられたものと考えられてい

る。

 道標 22 　波豆の文久三年（1863）銘道標

ドライブイン千刈の庭内にあるもので、正面に「右

清水　左三田道」右面に「すく妙見」とある。「すく」

は「まっすぐ」の意。

 道標 23 　切畑の四つ辻道標

矢印で、正面に「武田尾四十丁」左側面に「いぶち

銀山ひろね」とある。

道路元標 　
道路の起終点を示す柱で道路の附属物である。大正

８年（1919）の道路法施行令によって定められた。

内務省令により幅・奥行き 25cm 高さ 60cm、頭部

はアーチ形と決められていたが、旧川辺郡のものは

頭部の先端がややとがっている。阪神間で旧村全部

の道路元標が遺存しているのは宝塚市のみ。

 道路元標Ａ　武庫郡良元村道路元標

 道路元標Ｂ　川辺郡小浜村道路元標

 道路元標Ｃ　川辺郡長尾村道路元標

 道路元標Ｄ　川辺郡西谷村道路元標
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たからづかガイドたからづかガイド

宝塚市の名前の由来

　「宝塚」という地名は古墳に由来するという説があります。それは江

戸時代中頃、大阪の地理研究家であった岡
おか

田
だ

徯
けい

志
し

が記した「摂
せつようぐんだん

陽群談」

という摂津国の地誌に記載されていることによります。そこには「旧

米
まいたに

谷村に塚があり、この塚のもとで物を拾うと必ず幸せになったため、

宝塚と呼ばれていた。」と記されており、これが地名の由来になったと

考えられているものです。

宝
たからづか

塚歌
か

劇
げき

と温泉
　宝塚駅を降り、花のみちを通ると赤レンガの屋

根が特徴の宝塚大劇場が見えてきます。この大劇

場を本拠地としている宝塚歌劇団は、大正 3 年

（1914）に宝塚少女歌劇として、箕
みの

面
お

有
あり

馬
ま

電
でん

気
き

軌
き

道
どう

（現阪
はんきゅうでんてつ

急電鉄）創始者の小
こばやし

林一
いち

三
ぞう

氏の手により

入浴施設宝塚新温泉の余興として始まりました。

　明治 44 年（1911）に開設された宝塚新温泉は、少女歌劇の成功により大きく発

展し、大正期にはレジャー施設を拡幅して宝塚ルナパークを開園しました。昭和に

なると少女歌劇では日本初のレビュー「モン・パリ」を上演し大ヒットしました。

昭和 15 年（1940）に少女の名を外し「宝塚歌劇団」と改称しましたが、その翌年

に太平洋戦争が始まります。戦中の一時期、大劇場の閉鎖や温泉施設の軍による接

収など苦難の時期もありましたが、戦後接収解除とともに復活しました。昭和 35

年（1960）には開園 50 周年を記念し、宝塚新温泉は宝塚ファミリーランドと改称

するなどして街はにぎわいました。

　こうして親しまれた宝塚ファミリーランドでしたが、平成 15 年（2003）に惜し

まれつつ閉園しました。今でも、平成 26 年（2014）に宝塚歌劇の 100 周年を迎え

た宝塚大劇場やその周辺は、華やかな賑わいのある空間ですが、数少なく残る温泉

施設にはかつての名残をみることができます。
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